
大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

ゆ
る
ぎ

i
l相
模
国
淘
綾
郡
『
未
解
放
部
落
』
制
度
資
料
考

l
l

荒

井

エ貝

次

げ
h
v

白
hm

東
海
道
五
十
三
宿
駅
の
一
つ
で
、
江
戸
、
日
本
橋
を
発
っ
て
品
川
、
川
崎
、
加
奈
川
ハ
神
奈
川
)
、
程
ヶ
谷
(
保
土
ヶ
谷
ゾ
、
戸
塚
、
藤

お

う

い

そ

な

か

沢
を
経
て
、
平
塚
を
経
て
至
る
宿
駅
が
「
大
磯
宿
」
ハ
大
犠
宿
と
も
書
く
)
で
あ
る
。
こ
の
宿
は
、
現
在
の
神
奈
川
県
中
郡
大
機
町
(
1
〉

〈

2
〉
に
な
っ
て
い
る
。

ち
』
う
り
こ
が
し
ら

大
磯
宿
の
磯
多
小
頭
ハ
畏
吏
小
頭
)

(
3
)
(
4
〉
に
つ
い
て
は
、

天
保
元
年
(
一
八
四
八
)
に
起
稿
し
、

同
十
一
年
に
完
成
し
た
官
撰

「
新
篇
相
模
国
風
土
記
稿
」
に
よ
れ
ば
、

O
機
多
助
左
衛
門

小
頭
役
な
り
、
当
宿
及
五
ケ
村
の
党
類
を
支
配
す
(
5
〉
、
宿
内
に
配
下
十
八
軒
あ
り
。

と
あ
り
、
そ
の
五
村
に
つ
い
て
の
割
註
に
、

大
住
郡
伊
勢
原
村
、
岡
田
村
、
田
村
。

大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

一
一
九
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高
座
郡
田
名
村
、
藤
沢
宿
。

と
だ
け
あ
る
。
助
左
衛
門
の
居
住
し
た
位
置
は
、
鴫
立
川
の
束
、
三
味
線
堀
橋
か
ら
束
に
あ
っ
て
、
並
木
向
に
配
下
の
家
が
散
在
し
た
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
あ
る
「
当
宿
」
と
は
、
淘
綾
郡
大
磯
宿
の
こ
と
だ
が
、
昭
和
二
十
九
年
以
降
、
同
郡
と
大
住
郡
は
合
併
し
、
新
た
に
中

郡
が
生
れ
て
い
る
。

大
磯
宿
磯
多
部
落
は
、
も
と
、
海
岸
、
鴫
立
沢
に
あ
っ
た
が
、
後
全
部
落
民
が
引
移
(
6
〉
、
り
現
在
の
大
磯
町
裡
道
ハ
「
裡
庭
」
〈
7
〉
と

も
書
く
、
古
く
は
裏
町
〉

の
部
落
と
な
っ
た
も
の
だ
。
引
移
り
の
原
因
は
、
明
治
二
十
何
年
か
に
、
鴫
立
沢
の
部
落
敷
地
が
、
別
荘
地
に

売
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
助
左
衛
門
文
書
に
よ
れ
ば
、
助
左
衛
門
の
肩
書
に
は
、

し
ば
し
ば
「
大
磯
宿
南
茶
屋
町
」
と
書
か
れ
た
も
の

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
私
信
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
書
状
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
官
三

以
下
こ
の
助
左
衛
門
家
に
保
存
さ
れ
て
き
た
文
書
類
の
う
ち
、
数
通
を
掲
げ
、
私
見
を
述
べ
て
見
た
い
。

な
お
、

本
稿
引
用
の
資
料

は
、
筆
者
が
原
本
か
ら
筆
写
し
、
所
蔵
し
て
い
る
写
本
を
基
に
し
た
官
三

1 

大
磯
町
教
育
委
員
会
「
大
磯
町
文
化
史
」
第
四
章
。

中
地
方
事
務
所
「
神
奈
川
県
中
郡
勢
誌
」
第
二
篇
。

菊
池
山
哉
氏
「
長
吏
と
特
殊
部
落
」
下
巻
。

三
浦
周
行
博
士
「
江
戸
幕
府
の
社
会
政
策
」
(
「
芸
文
」
第
一
年
、
第
九
号
、
九
一
頁
)
。

「
新
篇
相
模
国
風
土
記
稿
」
で
は
、
小
頭
役
識
多
助
左
衛
門
が
、
そ
の
党
類
を
「
支
配
」
す
る
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
一
ニ
浦
博
土

ヨ
ガ
シ
号

は
、
「
積
多
非
人
の
中
、
前
者
は
長
吏
小
頭
に
属
し
、
後
者
は
非
人
頭
に
属
せ
る
も
、
蛇
び
に
積
多
頭
た
る
弾
左
衛
門
の
支
配
を
受
け
た
り
。

2 3 4 5 



様来

故
に
長
吏
小
頭
及
び
非
人
頭
に
は
こ
れ
を
手
下
と
い
ひ
、
磯
多
頭
に
は
支
配
と
呼
べ
り
云
々
。
」
と
あ
る
。
但
し
、
同
博
士
は
、
こ
れ
が
論
拠

と
な
る
資
料
を
掲
げ
て
い
な
い
(
三
浦
周
行
博
士
「
法
制
史
の
研
究
」
二
六
八
頁
)
。
な
お
別
の
と
こ
ろ
で
博
士
は
「
手
下
と
も
支
配
下
と
も
い

ひ
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
(
同
書
、
一
、
一
一
二
五
頁
〉
。

し
か
し
、
弾
左
衛
門
の
「
手
下
」
と
い
う
用
語
な
ど
に
つ
い
て
は
、
寛
政
十
二
年
(
一
八

O
O〉
八
月
、
弾
左
衛
門
か
ら
幕
府
に
提
出
し
た

報
告
書
に
、
「
私
囲
内
に
罷
在
候
手
下
ど
も
」
と
あ
る
(
南
撰
要
集
〉
。

ま
た
小
笠
原
壱
岐
守
か
ら
、
町
奉
行
ヘ
、
慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)
二
月
五
日
、
次
の
通
達
を
出
し
て
い
る
。

弾
内
記
(
弾
左
衛
門
)
よ
り
内
願
之
趣
も
有
之
に
付
手
下
之
者
共
積
多
の
称
は
相
止
扱
筋
の
儀
云
々
。

弾
左
衛
門
の
支
配
権
は
、
武
蔵
、
上
野
、
下
野
、
上
総
、
下
総
、
常
陸
、
安
房
、
相
模
、
伊
豆
、
駿
河
、
陸
奥
の
十
二
カ
国
に
お
よ
ん
だ

(
新
撰
憲
法
秘
録
。
一
ニ
好
伊
平
次
氏
「
同
和
問
題
の
歴
史
的
研
究
」
三
一
二
三
頁
。
拙
稿
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
」
『
東
洋

法
学
』
創
刊
号
、
二
二
三
頁
)
。

前
掲
の
「
南
撰
要
集
」
所
収
の
弾
左
衛
門
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

一
五
千
四
百
三
拾
軒

是

者

武

蔵

.

上

州

野

州

常

州

下

総

上

総

一

房

州

相

州

甲

州

豆

州

奥

州

駿

州

右
拾
弐
ヶ
国
に
罷
在
候
長
吏
共
家
数
に
御
座
候
。

と
あ
る
。

菊
池
氏
「
長
吏
と
特
殊
部
落
」
上
巻
、
一
五
九
頁
。

中
央
融
和
事
業
協
会
刊
「
全
国
部
落
調
査
」
(
昭
和
8
年
日
月
現
在
)
。

(
9
〉
筆
者
所
蔵
文
書
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
、
目
下
、
東
京
常
民
史
研
究
所
資
料
室
(
東
京
都
北
多
摩
郡
保
谷
町
下
保
谷
二
九
四
荒
井
内
)

に
委
託
保
存
し
て
あ
る
。

6 7 8 

大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄
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助
左
衛
門
か
ら
相
模
国
ハ
栴
州
)
依
知
村
の
小
組
頭
宛
「
呼
状
」
〈
1
)
に
よ
る
と
、

no 

壱
通
岡
山
川

依
知
村
迄

呼

状

-
状
M

ハ
2
)

比
度
熊
坂
小
屋
彦
吉
無
尽
之
儀
ニ
付
尋
度
趣
有
之
候
ニ
付
右
彦
吉
ト
同
道
被
成
明
日
中
早
々
可
被
罷
出
候

以
上

(
天
保
十
四
年
V

卯
十
一
月
十
八
日

助
左
衛
門

⑮ 

依
知
村小

組
頭

金
右
衛
門

⑮ 

能
川
坂
小
屋
主

彦
吉

二
啓
致
申
為
遣
候

田
名
村
長
助
之
義
茂
同
道
い
た
し
可
参
候
尤
小
組
頭
源
兵
衛
殿
同
道
致
ニ
茂
不
及
候
関
長
介
(
助
〉
壱
人
熊
坂
彦
吉
迄
同
道
致
可
参

{長

以

上



田
名
村

小
屋
主

長

助

手
下
の
小
組
頭
達
を
指
揮
命
令
す
る
権
限
を
も
っ
機
多
小
頭
は
、
ま
た
そ
の
上
位
者
で
あ
る
機
多
頭
の
支
配
を
受
け
た
。
そ
の
支
配
権

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
芳
察
」

(
3
)

を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ほ
ぽ
支
配
態
様
が
推
定
で
き
る

こ
と
と
思
う
。
が
、

小
頭
以
下
の
指
揮
系
統
に
つ
い
て
、

特
に
本
稿
で
重
点
的
に
採
り
上
げ
て
見
た
い
。
そ
こ
で
、
本
例
で
は
、
相
州

在
検
多
小
頭
助
左
衛
門
が
、
そ
の
上
位
者
で
あ
る
江
戸
、
機
多
頭
浅
草
弾
左
衛
門
ハ
矢
野
弾
左
衛
門
と
も
い
う
が
、
機
多
弾
左
衛
門
(
4
)

と
も
書
く
〉
の
支
配
を
受
け
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
弾
左
衛
門
の
支
配
区
域
に
つ
い
て
は
(
5
)

「
新
撰
憲
法
秘
録
」
に
、

一
、
機
多
頭
弾
左
衛
門
支
配
場
之
事

関
八
州
並
関
外
は
甲
州
郡
内
谷
村
、
駿
東
郡
佐
野
村
、
御
厨
村
、
豆
州
之
内
千
駄
継
村
に
罷
在
侯
も
の
は
、
弾
左
衛
門
支
配
致
、

比
外
在
方
に
散
居
致
候
、
外
下
非
人
人
別
は
其
処
之
手
下
小
屋
頭
相
改
、
弾
左
衛
門
方
へ
差
出
候

か

め

お

か

ち

ょ

う

し

ん

ま

ち

と
あ
る
が
、
江
戸
浅
草
ハ
現
在
の
東
京
都
台
東
区
浅
草
今
戸
一
丁
目
l
旧
亀
岡
町
さ
ら
に
古
く
は
磯
多
村
俗
に
新
町
と
い
う
〉
に
住
む
械

多
頭
弾
左
衛
門
(
6
)

は
、
支
配
役
所
を
居
宅
の
麗
敷
内
に
も
ち
、
幕
府
ハ
奉
行
)
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
行
政
、
司
法
に
つ
き
、
管
轄
内

の
賎
民
の
役
職
方
を
通
じ
、
指
令
の
移
牒
を
行
い
、
指
揮
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
。
江
戸
・
浅
草
所
在
の
「
浅
草
御
役
所
」

(
7
)

か
ら
小

頭
助
左
衛
門
宛
の
差
紙
が
来
た
の
で
、
こ
れ
に
基
ず
ぎ
、
助
左
衛
門
か
ら
相
州
子
易
村
小
組
頭
宛
差
紙
を
次
の
よ
う
に
発
行
し
て
い
る
。

。。

壱
通
四
ロ
・
状
回

子
易
村

差

紙

大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

一一一一一一
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一
二
四

小
屋
頭

)¥. 

助

一
此
度
江
戸
浅
草
御
役
所
様
よ
り
此
方
江
御
悲
紙
到
来
致
候
ニ
付
此
方
之
入
用
銭
井
ニ
八
助
入
用
共
致
仕
度
来
十
八
日
迄
無
間
違
召
連

可
参
候

(
天
保
十
五
年
〉

辰
ノ
九
月
十
六
日

大
磯
宿

頭

助
左
衛
門

子
易
村小

組
頭

与
惣
右
衛
門
江

一
二
八
号
の
両
文
書
を
通
じ
て
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
天
保
十
四
、
五
年
(
一
八
四
三
・
四
〉

ヒ
l
ヲ
ル
ヒ
ー

に
お
け
る
弾
左
衛
門
の
械
多
・
非
人
支
配
に
お
け
る
階
層
を
構
成
す
る
命
令
系
統
で
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

以
上
引
用
し
た
第
一
、

一
八
八
号
・
第
一
、

円
地
方
組
織
】械
多
・
非
人

一
!
被
多
小
頭
l
小
組
頭
l
小
屋
頭
!
小
屋
主
1

小
屋
人
(
9
)

一

ハ

小

屋

者

〉

一
円
江
戸
】

一i
手
代
・
書
役
・
行
事
役
l
「
組
下
(
8〉

一
円
江
戸
凶

機

多

頭

l
l
一

非

人

非

人

非

人

非

人

ハ
弾
左
衛
門
)
{
1
1
1
頭
(
叩
)
|
|
小
屋
頭
|
|
小
屋
主
|
|
小
屋
人

l
l
ハ
小
屋
者
)

同
弾
左
衛
門
役
所
】



番
所
・
組
の
役
人
達
が
、
管
下
の
村
々
を
巡
視
の
た
め
回
村
す
る
場
合
に
、
非
人
は
、
役
人
か
ら
用
向
き
を
仰
せ
付
か
れ
ば
、
出
勤
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
小
頭
か
ら
関
係
五
か
村
の
役
向
に
廻
状
を
も
っ
て
通
達
し
て
い
る
文
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

Qυ 

【

mm

・
状
】

御
組
様
方
国
々
御
廻
村
有
之
候
ニ
付
御
用
向
被
仰
付
候
節
は
手
下
非
人
小
屋
頭
共
江
も
申
付
無
差
支
出
精
相

御

回

状

一
比
度
両

御
番
所
様

勤
候
様
可
致
事

(
天
保
十
一
年
}

子
四
月
七
日

右
之
通
江
戸
従

御
役
所
様
以
御
廻
状
ヲ
被
仰
渡
候
所
承
知
可
致
侯

大
磯
宿

頭

助
左
衛
門

@ 

神
戸
村

亡と
口

蔵

⑮ 

田

村

紋
左
衛
門

⑮ 

岡
田
村

喜

兵

衛

@ 

依
知
村

金
右
衛
門

@ 

田
名
村

源

兵

衛

@ 

此
之
廻
状
之
儀
は
廻
留
よ
り
序
之
節
持
参
可
致
候
元
ふ
じ
沢
江
は
別
紙
致
差
遣
申
候

以
上

大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

一
二
五
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以
上
の
文
書
を
通
じ
、
廻
状
の
取
扱
い
方
に
つ
き
次
に
検
討
し
て
見
ょ
う
。

既
に
掲
げ
た
天
保
十
四
年
発
卯
十
一
月
十
八
日
附
文
書
(
第
一
、

一
八
八
号
文
書
)
に
、

宛
先
依
知
村
小
組
頭
金
右
衛
門
と
記
名
さ
れ
、

そ
の
印
が
捺
さ
れ
て
あ
り
、

且
つ
は
助
左
衛
門
役
宅
に
原
本
の
書
状
が
保
管
さ
れ
て
あ
り
、

並
び
に
前
掲
の
天
保
十
一
年
子
四
月
七
日

(
第
一
、
二

O
八
号
文
書
〉
小
頭
助
左
衛
門
発
の
廻
状
に
も
、
宛
先
は
各
手
下
の
村
々
の
小
組
頭
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
記
名
の
下
に
捺
印
し
て

い
る
。
そ
し
て
書
状
の
末
尾
に
、
追
而
書
を
も
っ
て
、
廻
状
は
、

「
廻
留
」
つ
ま
り
田
名
村
源
兵
衛
が
、
序
の
節
に
小
頭
の
も
と
に
持
参

返
戻
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
あ
る
。
こ
の
文
言
か
ら
推
し
て
、
廻
状
な
ど
の
文
書
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
「
回
覧
板
」
に
貼
付
さ
れ
た

回
状
ハ
回
章
〉
の
場
合
の
取
扱
い
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
各
小
組
頭
の
も
と
に
回
状
が
巡
回
し
て
来
る
と
、

小
組
頭
は
一
覧
の
上
、
確
か
に
承
知
し
た
旨
の
認
証
印
を
捺
し
、
全
員
一
応
回
覧
し
、
そ
の
最
終
受
信
者
が
、
再
び
発
信
人
ハ
小
頭
》
に

確
実
に
返
す
こ
と
に
よ
り
、
確
か
に
部
下
に
伝
達
で
き
た
こ
と
を
諒
知
で
き
る
仕
組
に
し
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
多
数
の
こ
う
し
た
種
類

の
書
状
な
ど
が
小
頭
の
役
宅
に
保
存
さ
れ
た
も
の
と
芳
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
各
村
で
は
、
多
分
、
そ
の
文
書
の
写
し
の
形

式
で
残
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
は
、
捺
印
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

助
左
衛
門
支
配
の
手
下
、
小
組
頭
ハ
機
多
・
非
人
〉
の
い
る
村
は
、
本
稿
に
引
用
し
た
前
掲
お
よ
び
以
下
に
示
す
天
保
十
五
年
辰
十
一

月
廿
六
日
附
文
書
(
第
一
、
一
二
三
号
文
書
〉
だ
け
現
わ
れ
、
そ
の
村
々
は
次
の
通
り
と
な
る
。

神
戸
村
、
田
村
、
岡
田
村
、
依
知
村
、
田
名
村
、
板
戸
村
、
子
易
村
、
藤
沢
宿
。

し
か
し
、
こ
の
他
波
多
野
村
(
秦
野
村
〉
、
コ
一
増
村
、
三
田
村
、
川
入
村
、
角
田
村
、
棚
沢
村
な
ど
と
数
カ
村
あ
る
こ
と
が
、
他
の
文

書
ハ
未
発
表
》
か
ら
拍
き
出
せ
る
が
、
こ
の
事
項
に
対
す
る
詳
細
な
追
求
は
別
の
機
会
を
も
ち
た
い
。



1 

後
出
文
書
に
は
、
呼
状
、
差
紙
の
よ
う
な
書
状
名
が
使
わ
れ
て
あ
る
が
、
本
稿
引
用
文
書
で
は
、
穣
多
頭
か
ら
積
多
小
頭
、
ま
た
は
小
頭
か
ら

小
組
頭
宛
の
「
呼
出
状
」
の
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
所
蔵
文
書
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

東
洋
大
学
法
学
会
刊
「
東
洋
法
学
」
創
刊
号
こ
二
三
頁
。

「
蔵
多
仕
置
」
た
る
公
事
方
御
定
書
第
三
条
ハ
御
仕
置
仕
形
之
書
)
に
、

非
人
御
仕
置
積
多
弾
左
衛
門
江
渡
仕
置
可
ν
致
旨
申
付
る
。

ハ
三
浦
周
行
博
士
「
法
制
史
の
研
究
」
一
、
一
三
九
頁
)
。

前
掲
「
東
洋
法
学
」
創
刊
号
所
収
の
拙
稿
参
照
。

弾
左
衛
門
代
々
の
墓
所
は
、
東
京
都
台
東
区
浅
草
今
戸
一
丁
目
三
番
地
の
四
、
真
宗
本
竜
寺
で
あ
り
、
ニ
代
以
降
代
々
の
弾
左
衛
門
一
門
の
人

々
が
葬
ら
れ
で
あ
る
。

弾
左
衛
門
役
所
、
内
記
役
所
、
役
宅
と
も
い
っ
た
が
、
番
所
ハ
?
〉
と
も
い
わ
れ
た
と
民
間
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
:
:
:
。
内
記
と
は
、
浅
草

弾
左
衛
門
を
、
矢
野
内
記
、
弾
内
記
と
も
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
矢
野
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
弾
左
衛
門
の
部
下
を
「
矢
之
者
」
と
い
っ
た

(
三
浦
博
士
、
前
掲
書
、
一
、
一
一
ニ
四
頁
〉
。

一
一
一
浦
博
土
、
前
掲
書
、
一
、
一
三
四
頁
。

享
和
四
年
一
月
「
人
別
御
改
之
帳
」
(
第
八

O
一
号
文
書
〉
!
筆
者
所
蔵
文
書
。

「
弾
左
衛
門
は
文
非
人
を
其
管
下
に
置
か
れ
た
り
。
(
中
略
〉
江
戸
に
て
は
浅
草
、
品
川
等
四
箇
所
に
あ
り
、
こ
れ
を
統
ぶ
る
も
の
を
非
人
頭

と
い
ひ
、
其
下
に
小
屋
頭
あ
り
、
非
人
頭
の
中
最
も
有
力
な
る
も
の
を
浅
草
の
車
屋
善
七

m
u
n
車
善
七

l
筆
者
註
)
及
び
品
川
の
松
右
衛
門
と

な
す
云
々
」
(
一
一
一
浦
博
士
、
前
褐
書
、
一
、
一
一
ニ
四
頁
〉
。

2 3 4 5 6 7 8 9 10 

大
磁
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

一
二
七



東

洋

法

学

一
二
八

本
節
で
は
、
主
と
し
て
資
料
を
掲
げ
細
か
い
解
説
は
他
の
機
会
に
譲
ろ
う
。

江
戸
浅
草
の
頭
一
門
に
属
す
る
大
治
郎
の
新
宅
が
建
て
ら
れ
た
の
で
御
祝
儀
を
差
上
げ
て
い
る
。
そ
の
経
費
割
当
に
関
す
る
回
状
で
は
、

品。

廻

状

壱

通

円

お

・

状

】

御
頭
様
大
治
郎
様
御
新
宅
之
御
祝
儀
ニ
付
壱
軒
前
に
付
デ
銭
百
文
宛
来
廿
五
日
切
持
参
可
被
致
候

江
戸
表

(
天
保
十
五
年
)

辰
十
一
月
十
八
日

大
犠

助

左

衛

~~ 

⑮ 

神
戸

イ主

左

エ

円

田
村

紋

左

エ

r~ 

藤
沢

伊

兵

衛

岡
田

半

左

コ三

r~ 

依
知

金

右

エ

F司

田
名

紋

右

エ

r~ 

司
法
関
係
の
経
費
各
村
割
当
に
つ
い
て
は
、

先
達
而
御
出
役
様
掛
リ

外

no 
n
，h 

〈
締
)

当
月
六
日
田
村
組
之
内
横
内
村
ニ
御
仕
置
も
の
有
之
ニ
付
御
訴
入
用
共
壱
軒
前
ニ
付
メ
弐
百

従

大
磯
宿

F司

状
...... 

回

状



五
十
四
文
も
来
ル
十
二
月
十
日
ま
で
ニ
無
滞
相
届
ケ
可
申
候

〈
天
保
十
五
年
)

辰

十
一
月
廿
六
日

大
磁
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

以
上

大
磯
宿

頭

助
神
戸
村小

組
頭

板
戸
村同

田
村
同

藤
沢
村同

岡
田
村

依
知
村

田
名
村

左

衛
忠、浅彦喜月月

F~ 
左右右
@ 

衛衛衛
兵

F~ 

⑮ 

門

@ 

F~ 

@ 

衛

⑮ 

番番

@ 

一
二
九



東

洋

法

学

一
三

O

小
組
頭

源

兵

衛

au 
q
L
 

当
間
五
月
廿
八
日
江
戸
浅
草
よ
り
御
客
来
二
付
諸
掛
リ
壱
軒
前
分
〆
(
懇
百
五
十
五
文
ッ
、
来
ル
廿
五
日
迄
品
無
不
参
相
届
ケ
可
申

F司

-
状
M

候

以

上

(
天
保
十
二
年
)

丑

九
月
十
八

E

大
磯
宿頭

助

左

衛

r~ 

⑮ 

神
戸
村小

組
頭

忠、

左

衛

r~ 

板
戸
村" 

浅

右

衛

F~ 

田
村
" 

彦

右

衛

F~ 

藤
沢
宿" 

喜

兵

衛

⑮ 



此
度
江
戸
表

内
天
保
七
年
》

申

十
月
朔
日

岡
田
村

依
知
村

田
名
村 11 11 11 

定源源

右

衛

士口r~ 

⑮ 

兵

衛

廻

状

P司

R
3
 

9
U
 

御
役
所
様
よ
り
御
手
代
様
被
遊
御
出
被
仰
附
候
儀
ニ
附
来
ル
五
日
迄
市
小
屋
頭
壱
人
宛
引
連
早
々
可
被
参
候

大
磯
宿

大
磁
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

状...... 

頭

助

左
神
戸
村

田岡
田
村

依
知
村

衛
村

F守

⑮ 
紋

左

喜金

右

蔵

衛

F~ 

兵

衛

⑮ 

衛

F~ 

一士コ



東

洋

法

学

藤
沢
ニ
は
別
紙
ニ
而
申
遺
候

呼

状

通

尋
儀
有
之
間
乍
太
儀
比
状
着
次
第
ニ
急
度
可
被
参
候
事

天
保
十
五
年
辰
十
一
月
十
八
日

前
掲
の
第
一
、

F司

頭 1229 

-
状
凶

助神
戸
左小

組
頭 田

名
村

衛

F~ 忠

源@ 左

兵
衛

f~ 

制『尚

一一一一一

衛

@ 

一
八
五
号
文
書
に
「
江
戸
表
御
役
所
様
よ
り
御
手
代
様
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
き
「
南
撰
要
集
」
に
牧
め
て
あ
る
寛
政
十

弐
百
三
拾
弐
軒

二
年
三
八

O
O
)
八
月
、
弾
左
衛
門
が
、
幕
府
に
提
出
し
た
報
告
に
よ
れ
ば
、

是
者
私
囲
内
に
罷
在
候
手
下
ど
も
家
数
に
御
座
候

内
セ

軒

手
代
並
書
役
之
も
の

_.... 
ノ、

軒

拾

役
人

百
六
拾
五
軒

平
之
も
の



か
ら
し
て
、
六
十
七
軒
が
弾
左
衛
門
役
所
の
役
職
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

相
州
(
相
模
国
〉
中
依
知
村

ハ
中
依
智
村
)

小
組
頭
金
左
衛
門
か
ら
小
頭
助
左
衛
門
に
提
出
し
た
下
小
屋
人
別
に
関
す
る
享
和
四
年

ハ
飢
・
冊
・
一
冊
〉
に
よ
っ
て
、
宗
門
等
一
覧
表
を
示
す
と
、

甲

子

三

八

O
四
〉
正
月
附

「
人
別
御
改
帳
」

禅 一 真 日 ，万三=可， 

計 向 さ筒き 蓮 門

，万三=可' ，刀まt=P c万士ョ三， に万E言" }jIJ 

一
軒

8 2 1 1 4 
数

一 一

男

19 5 2 2 10 性

一 一 一
}jlj 

女

11 3 1 1 6 人

一 一 一 一 一
数

計

30 8 3 3 16 

と
な
る
(

1

)

O

こ
の
人
別
帳
に
現
わ
れ
て
来
る
人
々
は
、
相
州
熊
坂
小
屋
持
助
七
・
同
家
族
ハ
男
1
・
女
2
〉、

相
州
上
依
智
村
小
屋
持
三
之
助
・
同

家
族
ハ
男
5
・
女
1
〉
、
相
州
三
増
村
小
屋
持
市
蔵
・
同
家
族
ハ
男
1
・
女
1
〉
、
相
州
三
田
村
小
屋
持
五
右
衛
門
・
同
家
族
ハ
男
1
・
女
1
〉

相
州
川
入
村
小
屋
持
新
七
・
同
家
族
ハ
女
2
)
、
相
州
金
田
村
小
屋
持
三
治
郎
・
同
家
族
(
男
2
・
女
2
〉
、
相
州
角
田
村
小
屋
持
清
治
郎

-
同
家
族
ハ
男
1
・
女
1
V
、
相
州
棚
沢
村
小
屋
持
久
次
郎
・
同
家
族
ハ
女
1
〉
計
八
軒
、
三

O
人
で
あ
る
。

大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

一一一一一一一



東

学

こ
の
人
別
帳
の
記
載
事
項
の
う
ち
次
に
参
考
と
な
る
べ
き
も
の
を
示
し
て
見
ょ
う
。

一
三
四

洋

法

綿
宗

相
州
金
田
村
逢
総
寺
旦
那

上
州
生
致
之
舟
七
年
之
非
人

相
川、I
金
田
三村
子治小
五郎屋
高持
才

同
宗

同
寺
旦
那
生
所
相
州

西
郡
之
者
槌
六
年
之
非
人

女
房

娘

同
宗

同
寺
旦
那

同
宗

同
寺
旦
那

同
宗

同
寺
旦
那

〆懇

三
人
弐
人

五
人
之
内

女男

と

め
子
三
十
ニ
才

い

野
子

十

五

才

弟

子

十吉
壱
才

間

己
之
助

子

五

才

縛
宗

岡
村
玉
蓮
寺
旦

那
仲
間
出
生

相
州
角
田
清村
子治小
二郎屋
主持
子@

同
宗

同
寺
旦
那
生
所
相
州

古
沢
村
小
屋
茂
七
娘

女
房

な

か
子
十
七
才



同
宗

仲
間
出
生
同
寺
旦
那

甲
州
郡
内
之
者
四
拾
三
年
之
非
人

親

清

主

郎

子
七
十
一
一
一
才

〆態

三
人
之
内

女男

弐
人
壱
人

〔

1
〕

「
新
撰
憲
法
秘
録
」
に
は
、
十
非
人
人
別
改
は
、
小
屋
頭
が
行
い
、
弾
左
衛
門
へ
差
出
す
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
異
る
資

料
と
い
え
る
ハ
本
稿
一
五
九
頁
三
下
小
屋
人
目
下
非
人
目
手
下
の
非
人
。

後

記

こ
の
稿
で
は
、
大
磯
宿
・
磯
多
小
頭
役
を
勤
め
る
助
左
衛
門
家
に
旧
蔵
さ
れ
た
文
書
類
の
う
ち
、
呼
状
等
を
通
じ
て
そ
の
支
配
関
係
を

断
片
的
に
示
し
た
。
且
つ
、
非
人
関
係
文
書
の
一
部
を
呈
示
し
、
機
多
小
頭
と
管
下
非
人
層
と
の
管
轄
の
問
題
に
示
唆
を
与
え
る
よ
う
な

未
発
表
の
資
料
で
あ
る
諸
文
書
を
引
用
し
つ
つ
芳
究
を
進
め
て
見
た
。
し
か
し
、
機
多
非
人
の
支
配
関
係
と
そ
の
系
統
、
役
所
関
係
等
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
未
解
決
の
事
項
が
山
積
し
て
い
る
。
従
っ
て
各
位
の
お
教
示
の
ほ
ど
、
お
願
い
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
追
記
」
本
稿
は
、
昭
和
三
十
四
年
七
月
四
日
、
法
制
史
学
会
東
京
部
会
に
お
い
て
発
表
し
た
研
究
報
告
〈
草
稿
〉
の
一
部
を
構
成
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
東
京
大
学
教
授
石
井
良
助
博
士
、
中
央
大
学
教
授
隈
崎
渡
両
先
生
の
御
高
教
を
恭
う
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
資
料
の
牧
集
分
析
に
、
筆
者
の
弟
荒
井
茂
雄
の
協
力
を
得
て
い
る
。

大
磯
宿
小
頭
助
左
衛
門
文
書
抄

一
一
二
五


